
　
平
成
27
年
12
月
７
日
に
前
橋
市
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
、
２
年
。
ろ
う
者 

も
、
聞
こ
え
る
人
も
、
全
て
の
市
民
が
共

に
生
き
て
い
け
る
ま
ち
を
目
指
し
、
多
く

の
こ
と
が
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年

開
催
し
た
条
例
制
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
県
立
聾ろ
う

学
校
高
等
部
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
手
話
の
世
界
を
楽
し
み

ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
の
中
野

佐
世
子
さ
ん
に
よ
る
「
無
知
が
差
別
に
つ

な
が
る
」「
手
話
を
き
っ
か
け
に
ほ
か
の
障

害
へ
の
理
解
も
深
め
よ
う
」
と
い
う
講
演

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
集
い
、

条
例
へ
の
期
待
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し

た
。
障
害
者
差
別
の
な
い
社
会
へ
の
第
一 

歩
は
、
障
害
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い

を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

障
害
福
祉
課

☎
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フ
ァ
ク
ス
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２
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２
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５
６
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前
橋
市
手
話
言
語
条
例
が
変
え
る

誰
も
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
社
会
へ

子
で
の
参
加
も
歓

迎
。
手
話
を
身
に

付
け
、
実
際
の
生

活
の
中
で
少
し
ず

つ
で
も
手
話
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
17
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
手 

話
未
経
験
者
、
40
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
２
月
２
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・ 

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０ 

０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
‐
17
・
市
保

健
所
内
障
害
福
祉
課
へ

●
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成

　

赤
ち
ゃ
ん
１
，
０
０
０
人
の
う
ち
、

１
～
２
人
は
聞
こ
え
に
障
害
が
あ
る
と 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
言
葉
と 

心
の
成
長
に
は
、
検
査
で
早
期
発
見
し
、 

治
療
や
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
。
補

聴
器
な
ど
の
活
用
や
手
話
の
世
界
に
ス 

ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

本
市
で
は
、
こ
の
検
査
費
用
の
助
成
を

実
施
。
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
（
☎

０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
１
、
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
４
３
‐
６
４
７
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
で
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

　

市
役
所
窓
口
に
行
く
時
、
事
前
に
手

話
通
訳
者
の
派
遣
依
頼
が
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
急
用
の
場
合
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
業
務
を
担
当
す
る
職

員
を
対
象
に
手
話
講
習
会
を
実
施
。
手

話
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

●
避
難
所
に
配
備
し
ま
す

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド

　

災
害
時
、
避
難
所
に
必
ず
手
話
通
訳

者
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障

害
が
あ
る
人
と
の
意
思
疎
通
を
支
援
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
を
作
成
し
、
市
内
の
指
定
避
難

所
に
配
備
し
ま
す
。

●
動
画
や
講
座
で
手
話
の
学
び
を
応
援

　

簡
単
な
手
話
単
語
や
会
話
の
動
画
を

前
橋
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
公
開
。
繰
り
返
し
て
見
ら
れ
る
の 

で
、
初
め
て
の
手
話
練
習
に
最
適
で
す
。 

山
本
市
長
も
手
話
で
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
総
合
福
祉
会
館
で
、
初
心
者

向
け
の
手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親

（右上）急用時は遠隔手話通訳でサポート（右下）撮影協力は手訳サークル「あさひの会」
（中央）動画で動きを確認して何度も練習（左）避難所には支援ボードが備え付けに

　手話は、聞こえに障害の
ある人たちの生活の中から
生まれた言語。手指や体の動き、
表情を使って視覚的に表現する
 「目で見ることば」です。
条例では、聞こえに障害があり、
手話でコミュニケーションをとる
人たちを「ろう者」と言います。

　
２
月
14
日
㈬
ま
で
、
障
害
福
祉

施
策
の
基
本
と
な
る
第
５
期
障
害

福
祉
計
画
と
、
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、

本
市
の
考
え
方
と
併
せ
て
各
閲
覧

場
所
で
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
・
意
見
書
式
の
配
布
＝

市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課
、
市
役 

所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所・ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
立

図
書
館
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内

に
ぎ
わ
い
商
業
課
な
ど
で
。
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
2
月
14
日
ま
で 

に
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲 

覧
場
所
へ
直
接
。
ま
た
は
〒
３
７
１‐ 

０
０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
‐ 

17
・
市
保
健
所
内
障
害
福
祉
課
へ

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

syougai 
fukushi@

city.m
aebashi.

gunm
a.jp

で　

障
害
福
祉
計
画
に
意
見
募
集

パブリック
コメント
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